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第
56
回

第
56
回
定
期
総
会
開
催

定
期
総
会
開
催

青
森
県
民
医
連

特集
　
五
月
二
十
二
日
（
日
）、
第
五
十

六
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
た
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま

で
お
こ
な
っ
て
き
た
集
合
形
式
で
の

定
期
総
会
と
同
じ
流
れ
で
議
題
が
進

行
し
て
い
き
ま
し
た
。
佐
藤
県
連
事

務
局
長
か
ら
運
動
方
針
が
提
起
さ
れ

た
あ
と
下
舘
県
連
次
長
よ
り
決
算
・

予
算
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

全
体
会
で
は
代
議
員
十
六
名
か
ら
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
ブ

レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
で
八
つ
の
分

散
会
を
実
施
、
今
後
の
二
年
間
の
運

動
方
針
に
つ
い
て
討
議
・
確
認
し
ま

し
た
。
大
多
数
の
代
議
員
が
主
体
的

と
な
っ
て
日
頃
の
医
療
・
介
護
・
福

祉
活
動
を
発
言
用
紙
に
ま
と
め
て
参

加
さ
れ
、
全
体
会
・
分
散
会
と
も
に

大
い
に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
役
員
選
挙
は
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー

ム
を
利
用
し
て
代
議
員
に
投
票
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
理
事
会
か
ら

提
案
さ
れ
た
運
動
方
針
案
、
決
算
・

会
計
監
査
報
告
、
予
算
を
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
、
第
五
十
六
期
新
役
員

も
全
員
信
任
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
常
任
理

事
も
決
定
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、
特

別
決
議
「
九
条
改
憲
阻
止
！
改
憲
発

議
を
許
さ
ず
、
平
和
憲
法
を
守
り
活

か
す
政
治
を
め
ざ
そ
う
」
も
確
認
さ

れ
、
伊
藤
副
会
長
か
ら
「
学
習
す
る

こ
と
、
そ
し
て
実
践
す
る
と
い
う
こ

と
を
大
切
に
し
て
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
成
長
で
き
る
よ
う
二
年
間
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
閉
会
の

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
定
期
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
定
期
総
会
は
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
滞
り
な
く
議
事
が
進

行
し
ま
し
た
。
進
行
途
中
に
は
、
今

年
入
職
し
た
医
師
十
名
を
含
む
十
八

名
の
初
期
研
修
医
一
人
ひ
と
り
の
自

己
紹
介
動
画
が
流
さ
れ
ま
し
た
。

図
る
た
め
五
つ
の
重
点
方
針
の
実
践

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

4
九
条
改
憲
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
運

動
に
総
が
か
り
で
取
り
組
み
、
人
権

と
し
て
の
社
会
保
障
、
い
の
ち
を
守

る
社
会
保
障
運
動
の
前
進
を
旺
盛
に

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

5
医
療
・
介
護
・
福
祉
活
動
の
重
点

は
、
多
職
種
協
働
の
力
で
「
医
療
・

介
護
活
動
の
二
つ
の
柱
」
を
よ
り
豊

か
に
実
践
し
、「
ケ
ア
と
倫
理
」
が

貫
か
れ
た
無
差
別
・
平
等
の
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま

す
。

6
主
体
的
に
共
同
組
織
や
住
民
と
共

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
ヘ
ル
ス

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｓ
Ｄ
Ｈ
の
視
点

で
〝
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
〞
活
動
に
関
わ
り
ま
し
ょ

う
。
事
業
所
と
共
同
組
織
が
一
丸
と

な
り
、
更
に
地
域
の
他
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
平
和
で
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

7
職
員
育
成
指
針
の
視
点
で
「
職
員

育
成
指
針
二
〇
二
一
年
度
版
」
を
実

践
し
、
民
医
連
綱
領
を
担
う
職
員
育

成
を
す
す
め
ま
す
。

8
世
代
交
代
が
す
す
む
中
、
高
い
倫

理
観
と
変
革
の
視
点
を
持
っ
た
事
務

幹
部
養
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た

全
日
本
民
医
連
お
よ
び
北
海
道
・
東

北
地
協
が
主
催
す
る
事
務
幹
部
養
成

学
校
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
全
国
的

な
連
帯
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

9
県
連
は
理
事
会
を
先
頭
に
綱
領
・

運
動
方
針
を
実
践
す
る
た
め
に
、
各

種
委
員
会
に
諮
問
し
、
法
人
事
業
所

と
一
緒
に
進
め
ま
す
。
青
森
民
医
連

は
結
成
し
間
も
な
く
七
十
年
を
迎
え

ま
す
。
県
連
機
能
ミ
ニ
マ
ム
を
全
面

実
践
し
、
法
人
事
業
所
の
自
覚
的
結

集
を
は
か
り
、
県
連
の
団
結
を
強
め

て
い
き
ま
す
。


県
連
の
将
来
を
展
望
す
る
第
四
次

中
長
期
計
画
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
の
到
達
を
踏
ま
え
、
三

十
年
来
と
な
る
県
連
中
長
期
計
画
を

早
期
に
提
案
で
き
る
よ
う
議
論
を
再

開
し
ま
す
。

新
会
長
あ
い
さ
つ

田
代
　実 

会
長

　
第
五
十
六
期

の
新
し
い
理
事

会
を
信
任
し
て

い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
私
と
佐

藤
事
務
局
長
と
の
コ
ン
ビ
も
二
期
四

年
に
な
り
ま
す
。
時
々
二
人
で
「
県

連
機
能
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
議
論

し
て
い
ま
す
。
以
前
、
全
日
本
民
医

連
副
会
長
を
さ
れ
て
い
た
京
都
民
医

連
・
吉
中
丈
志
先
生
か
ら
民
医
連
事

業
所
の
諸
活
動
と
い
う
の
は
四
つ
の

軸
で
整
理
す
る
と
良
い
と
教
わ
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
四
つ
の
軸
と
い

う
の
は
医
療
、
運
動
、
経
営
、
人
づ

く
り
で
す
。
①
各
事
業
所
で
展
開
し

て
い
る
毎
日
の
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
具
体
的
な
実
践
的
な
活
動
。②
平

和
や
社
会
保
障
充
実
を
目
指
す
民
医

連
運
動
。③
事
業
継
続
発
展
の
裏
付

け
を
は
か
る
経
営
活
動
。④
す
べ
て

を
支
え
る
職
員
育
成
。
民
医
連
の
諸

活
動
は
民
医
連
綱
領
を
指
針
と
し
た

各
事
業
所
主
体
の
取
り
組
み
で
す
。

県
連
事
務
局
や
県
連
理
事
会
が
主
体

的
に
活
動
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

主
体
は
各
事
業
所
と
各
職
員
の
活
動

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
各
事
業
所
の

活
動
は
医
療
・
介
護
・
運
動
・
経
営
・

人
づ
く
り
の
分
野
で
日
々
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
連
の
役
割
は
、
各
事

業
所
で
の
民
医
連
の
事
業
や
運
動
を

物
心
両
面
で
支
え
、
そ
の
事
業
所
の

運
動
が
前
進
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
理
事
会
は
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
よ

う
な
視
点
で
県
連
機
能
を
高
め
、
各

事
業
所
に
お
け
る
民
医
連
の
事
業
と

運
動
を
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て
い
き

た
い
と
改
め
て
決
意
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
事
業
所
で
多
く
の
職
員
の

力
に
依
拠
し
て
青
森
民
医
連
の
諸
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
二
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今
後
二
年
間
の
活
動
方
針

佐
藤
真
人 

事
務
局
長

1
憲
法
と
平
和

を
守
る
た
た
か

い
で
は
、
改
憲

発
議
を
許
さ

ず
、
憲
法
を
ま

も
る
た
た
か
い

は
、
今
期
最
大
の
運
動
課
題
と
位

置
づ
け
、
憲
法
と
平
和
を
守
り
ぬ

く
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。 

2
民
医
連
医
療
を
担
う
医
師
の
確
保

と
養
成
で
は
、
フ
ル
マ
ッ
チ
を
実
現

し
ま
し
た
。
次
な
る
目
標
は
三
年
目

以
降
の
県
連
定
着
で
す
。
次
世
代
を

担
う
医
師
を
迎
え
入
れ
、
定
着
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
組
織

的
な
対
応
を
す
す
め
ま
す
。

3
経
営
課
題
は
、
医
療･

介
護
活
動

の
到
達
点
や
前
進
の
度
合
い
お
よ
び

社
会
保
障
制
度
改
善
の
た
た
か
い
と

表
裏
一
体
で
す
。
全
職
員
参
加
の
経

営
を
実
践
し
、
経
営
活
動
の
前
進
を



　６月24日（金）八戸市福祉公民館で第34回通常総代会を開催さ
れました。昨年に引き続き、コロナ禍の下での開催となり、総代の
皆様には感染対策へのご協力をいただき、無事終了することが出来
ました。第10号までの議案
は、書面議決も含めた 145
名の総代によって全て承認さ
れ、新しく選任された理事会
のもと新年度が本格的に始ま
ることになりました。

（組合員活動部
／佐々木美音緒）

　６月17日（金）津軽保健生協第97回通常総代会が開催されました。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年同様出席総代数や日
程を縮小しての開催となりました。 
　今年度も出席総代数を制限し半日で終了する日程で行いました。
今年度は次期理事体制の提案などを含め全５議案が提案されました。
限られた時間と総代数ではありましたが、活発な討議が繰り広げら
れ、すべての議案が賛成多数で採決されました。その後開催した第1
回理事会において選任された伊藤真弘新理事長よりあいさつと新任
理事・監事の紹介があり、退任された安田肇前理事長よりあいさつ
と退任理事の紹介がありました。総代会終了予定時刻を少し超過し
たものの、滞りなく終了することができました。

（生協本部　総務部次長／古村律子） 

2022年度通常総代会2022年度通常総代会

津軽保健生協

第97回通常総代会

　６月17日（金）、今年度は３年ぶりに会場をホテル青森に戻しつつも、
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、昨年同様に規模と時間を縮小

した形式となりました。限られた
状況ではありましたが、活発な質
疑討論が行われ、すべての議案お
よび特別決議が満場一致で採決さ
れました。また、特別報告として

「第6次中期事業構想（案）」が報
告され、滞りなく終了することがで
きました。（総務部長／坂野友昭）

青森保健生協

2022年度 通常総代会

八戸医療生協

2022年度 第34回通常総代会 ～共同の力で、いのち輝く社会をつくる～

 

竹
内 
　一
仁
　代
議
員

（
健
生
病
院
・
医
師
）

　
医
師
養
成

は
、
い
か
に

医
師
を
増
や

す
か
、
後
継

者
と
し
て
養

成
し
て
い
く

か
、
県
連
の
将
来
を
決
め
る
最
重

要
課
題
で
す
。
過
去
最
高
の
十
名

を
迎
え
、
医
局
は
非
常
に
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
も
多
職

種
や
共
同
組
織
の
方
々
に
育
て
て

も
ら
い
ま
し
た
。
指
導
医
は
意
識

し
て
民
医
連
医
療
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
各
職
場
で
も
民
医
連
医
療

の
実
践
を
研
修
医
を
巻
き
込
ん
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
研
修
医

に
豊
か
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

三
戸
　貴
恵
　代
議
員

　

（
藤
代
健
生
病
院
・
看
護
師
）

　
青
森
県
よ

り
精
神
科
単

科
で
の
コ
ロ

ナ
病
棟
の
依

頼
が
あ
り
、

精
神
疾
患
の

あ
る
患
者
さ
ん
に
も
平
等
な
医
療

を
と
い
う
理
念
の
も
と
コ
ロ
ナ
病

棟
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
健
生
病

院
の
指
導
も
受
け
な
が
ら
進
め
、

ス
タ
ッ
フ
間
で
は
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
お
こ
な
い
、

業
務
の
整
備
は
動
画
を
使
っ
て
学

習
し
ま
し
た
。
精
神
疾
患
が
あ
り
対

応
が
難
し
い
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も

コ
ロ
ナ
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

環
境
が
整
っ
た
こ
と
は
と
て
も
心
強

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
木
村
　儀
弘
　代
議
員

（
八
戸
医
療
生
協
本
部
・
事
務
）

　
毎
年
看
護
実

習
生
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す

が
、
担
当
教
授

と
の
懇
談
で

「
コ
ロ
ナ
禍
が

長
く
続
き
、
中
に
は
バ
イ
ト
が
で
き

ず
生
活
が
厳
し
い
状
態
で
頑
張
っ
て

い
る
学
生
が
い
る
。」
と
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
そ
の
お
話
が
き
っ
か

け
で
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
や
組

合
員
、
取
引
業
者
へ
の
声
掛
け
で
お

米
な
ど
の
食
料
や
募
金
を
集
め
、
一

〇
〇
人
分
の
食
料
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
紙

を
通
じ
て
学
生
か
ら
感
謝
の
投
稿
が

あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
人
の
絆
と
あ

た
た
か
さ
、
組
合
員
さ
ん
の
底
力
を

感
じ
ま
し
た
。

 

玉
熊
　律
郎
　代
議
員

（
あ
お
も
り
健
康
企
画
本
部
・
事
務
）

　
社
会
保
障
改
悪
・
コ
ロ
ナ
禍
・
新

自
由
主
義
政
策
に
よ
っ
て
生
活
困
難

者
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
政
治
的
解

決
が
必
要
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
き

ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
問
題
点

の
反
省
な
く
現

政
権
は
社
会
保

障
の
解
体
政
策

を
進
行
さ
せ
て

い
ま
す
。
人
権
の
最
後
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
、
政
治
を
変
え
る
視
点
が

重
要
で
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
乗
じ
て
政
権
は
改
憲
を
押
し

進
め
よ
う
と
し
て
い
て
、
改
憲
派
、

護
憲
派
は
拮
抗
し
て
い
ま
す
。
次
の

参
議
院
選
挙
で
は
憲
法
を
生
か
す
政

党
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
と
訴
え
て
い

ま
す
。

 

中
澤
　淳
也
　代
議
員

　（あ
お
も
り
協
立
病
院
・

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

　
無
料
低
額
診

療
事
業
、
生
活

保
護
申
請
が
コ

ロ
ナ
前
と
比
較

し
て
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
当
院
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ

く
調
査
を
行
な
っ
た
全
日
本
民
医
連

の
調
査
で
も
同
様
の
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
意
識
的
な
受

診
控
え
や
、
収
入
減
に
よ
る
受
診
控

え
、
全
体
数
と
し
て
患
者
数
が
減
少

し
た
こ
と
、
班
会
や
相
談
会
が
実
施

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
制
度
の

周
知
不
足
な
ど
が
背
景
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
含
め
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
し
た
活
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

 

退
任
理
事
代
表
あ
い
さ
つ

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合

三
浦
良
成 

理
事

　
退
任
す
る
理

事
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
ま

す
。
私
は
宏
和

会
・
中
部
病
院

か
ら
県
連
弘
前

事
務
所
に
出
向
し
、
一
九
九
〇
年
か

ら
約
十
一
間
在
籍
し
ま
し
た
。
当
時

は
医
学
対
が
良
く
わ
か
ら
な
く
て
最

初
二
年
は
四
苦
八
苦
し
て
、
だ
い
ぶ

ス
ト
レ
ス
な
状
況
で
し
た
。
当
時
、

医
学
対
が
苦
戦
し
て
い
た
時
期
で
、

曲
が
り
角
に
き
て
い
る
と
全
日
本
民

医
連
の
指
摘
も
受
け
て
、
九
一
年
に

医
師
委
員
会
が
弘
前
大
学
政
策
を
立

案
し
て
医
学
生
運
動
と
の
新
た
な
る

協
力
共
同
と
し
て
の
九
〇
年
代
型
医

学
対
、
医
師
委
員
長
か
ら
民
医
連
医

療
の
入
り
口
と
し
て
の
フ
ロ
ン
ト

サ
ー
ク
ル
構
想
、
医
学
生
と
の
共
同

学
習
会
、
医
師
養
成
改
革
な
ど
を

全
体
討
論
か
ら

◆それぞれの地域、環境で同じ気持ちで努力している仲間がいる
ことを知って元気をもらったし刺激を受けた。

◆各職場でコロナ対応に追われながらも、地域の患者、利用者と
事業所を守り最善を尽くしてきたことに私自身励みになりま
した。

◆初めての総会参加に不安もありましたが、分散会で発言の場を
設けていただき、参加しているという気持ちになりました。

◆各事業所がコロナ禍において、様々な思いの中、考え、工夫を
しながら事業展開・業務をおこなっていることが理解できた。

◆まず憲法9条改憲阻止を目指すことが第一だと感じました。

◆課題や方針に基づいた活動を通して、県連への団結が必要であ
ると強く思いました。

◆医師の働き方改革がいよいよ現実味をおびている中、医師の世
代交替はやはり急務かなと感じます。

◆コロナ禍で受診控えの可能性や、孤独化が進んでおり、この時
期だからこそ地域に出向き地域を知ること、繋がること繋げ
ることが重要だと感じました。

◆提起された課題にしっかいと向き合い、自分たちができる実践
につなげていきたいと思いました。

担
っ
て
き
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば

任
期
を
終
え
て
青
森
保
健
へ
帰
任
す

る
予
定
で
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に

入
り
卒
後
研
修
必
修
化
政
策
が
打
ち

出
さ
れ
、
健
生
病
院
の
臨
床
研
修
指

定
病
院
取
得
の
た
め
に
津
軽
保
健
に

移
籍
し
ま
し
た
。
取
得
後
、
健
生
病

院
の
経
営
改
革
と
最
終
的
に
新
築
移

転
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
健
生
病
院

の
新
築
移
転
は
県
連
の
セ
ン
タ
ー
病

院
の
県
連
的
課
題
で
あ
っ
た
の
で
、

私
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
が
県
連
の
任

務
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
ど
の
課
題
も
大
変
で
、
困
難
な

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

今
、
思
い
返
せ
ば
と
て
も
楽
し
い
も

の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
と
に
か
く
多
く
の
仲
間
と
切
磋

琢
磨
し
て
数
限
り
な
い
支
援
や
励
ま

し
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
県
連
の
医
師
団
か
ら
の
支
援
が

非
常
に
決
定
的
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
ま
し
て
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

代 議 員 感 想 文 よ り

　
役
職
名	

　
氏
　
名	

会
　
　
長	

田
代
　
　
実	

医
師

副 

会 

長	

伊
藤
　
真
弘	

医
師

副 

会 

長	

相
馬
　
　
裕	

医
師

事
務
局
長	

佐
藤
　
真
人	

事
務

事
務
局
次
長	

下
舘
　
大
史	

事
務

事
務
局
次
長	

對
馬
　
康
文	

事
務

理
　
　
事	

石
田
　
晋
吾	

医
師

理
　
　
事	

石
塚
　
理
仁	

介
護
福
祉
士

理
　
　
事	

泉
谷
　
雅
人	

事
務

理
　
　
事	

磯
島
　
寿
人	

医
師

理
　
　
事	

小
形
て
る
美	

事
務

理
　
　
事	

奥
瀬
　
昭
彦	

事
務

理
　
　
事	

小
山
内
　
海	

事
務

理
　
　
事	

角
田
　
尚
樹	

事
務

理
　
　
事	

加
藤
　
恵
子	

看
護
師

理
　
　
事	
菊
池
　
中
央	

事
務

理
　
　
事	
工
藤
　
眞
大	

介
護
福
祉
士

理
　
　
事	
越
田
　
潤
子	

看
護
師

理
　
　
事	

古
舘
　
正
志	

事
務

理
　
　
事	

今
　
　
淳
一	

事
務

理
　
　
事	

坂
戸
慶
一
郎	
医
師

理
　
　
事	

崎
野
　
　
修	
事
務

理
　
　
事	

佐
々
木
良
範	
作
業
療
法
士

理
　
　
事	

獅
子
内
和
子	
看
護
師

理
　
　
事	

鈴
木
　
哲
也	

事
務

　
役
職
名	

　
氏
　
名	

理
　
　
事	

関
谷
　
　
修	

医
師

理
　
　
事	

相
馬
　
　
渉	

薬
剤
師

理
　
　
事	

高
橋
千
津
子	

看
護
師

理
　
　
事	

竹
内
　
一
仁	

医
師

理
　
　
事	

竹
本
　
　
歩	

医
師

理
　
　
事	

橘
　
　
千
景	

看
護
師

理
　
　
事	

對
馬
　
健
洋	

理
学
療
法
士

理
　
　
事	

寺
島
　
由
美	

看
護
師

理
　
　
事	

中
村
真
優
美	

介
護
福
祉
士

理
　
　
事	

奈
良
原
　
恵	

看
護
師

理
　
　
事	

鳴
海
由
紀
子	

看
護
師

理
　
　
事	

西
村
　
美
和	

薬
剤
師

理
　
　
事	

原
　
　
　
徹	

医
師

理
　
　
事	

兵
藤
　
尚
子	

事
務

理
　
　
事	

三
津
谷
靖
子	

看
護
師

理
　
　
事	

宮
本
　
達
也	

事
務

理
　
　
事	

村
上
　
健
俊	

事
務

理
　
　
事	

村
上
　
　
渡	

事
務

理
　
　
事	

八
島
　
将
仁	

事
務

理
　
　
事	

柳
谷
　
　
円	

事
務

会
計
監
査	

荒
木
関
匡
孝	

事
務

会
計
監
査	

坂
野
　
友
昭	

事
務

会
計
監
査	

工
藤
　
敏
子	

事
務

青森県民医連第56期役員

2



　６月24日（金）八戸市福祉公民館で第34回通常総代会を開催さ
れました。昨年に引き続き、コロナ禍の下での開催となり、総代の
皆様には感染対策へのご協力をいただき、無事終了することが出来
ました。第10号までの議案
は、書面議決も含めた 145
名の総代によって全て承認さ
れ、新しく選任された理事会
のもと新年度が本格的に始ま
ることになりました。

（組合員活動部
／佐々木美音緒）

　６月17日（金）津軽保健生協第97回通常総代会が開催されました。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年同様出席総代数や日
程を縮小しての開催となりました。 
　今年度も出席総代数を制限し半日で終了する日程で行いました。
今年度は次期理事体制の提案などを含め全５議案が提案されました。
限られた時間と総代数ではありましたが、活発な討議が繰り広げら
れ、すべての議案が賛成多数で採決されました。その後開催した第1
回理事会において選任された伊藤真弘新理事長よりあいさつと新任
理事・監事の紹介があり、退任された安田肇前理事長よりあいさつ
と退任理事の紹介がありました。総代会終了予定時刻を少し超過し
たものの、滞りなく終了することができました。

（生協本部　総務部次長／古村律子） 

2022年度通常総代会2022年度通常総代会

津軽保健生協

第97回通常総代会

　６月17日（金）、今年度は３年ぶりに会場をホテル青森に戻しつつも、
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、昨年同様に規模と時間を縮小

した形式となりました。限られた
状況ではありましたが、活発な質
疑討論が行われ、すべての議案お
よび特別決議が満場一致で採決さ
れました。また、特別報告として

「第6次中期事業構想（案）」が報
告され、滞りなく終了することがで
きました。（総務部長／坂野友昭）

青森保健生協

2022年度 通常総代会

八戸医療生協

2022年度 第34回通常総代会 ～共同の力で、いのち輝く社会をつくる～
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　５月25日（水）に第35回通常株主総会が本社会議室で開催
されました。
　事業活動計画では、患者・職員を新型コロナウイルス感染症
から守りつつ民医連事業所として社会的使命を果たしていくこ
と、「かかりつけ薬局・薬剤師」として「健康サポート薬局」や「地
域連携薬局」機能と連動させ機能別薬局制度への対応をしてい
くこと、また、後継者対策を最重点課題に位置付け役職員が一
丸となって人づくりを進めていくことを確認しました。全議案
とも満場一致で採択され、滞りなく株式会社ファルマの第35回
通常株主総会は閉会しました。

（代表取締役／石川隆之）

株式会社ファルマ

30周年を迎え、新たな未来へ

　5月24日（火）本部会議室にて2022年度社員総会
が開催されました。
　2021年度決算は赤字を免れましたが、処方箋枚数減
少と毎年の薬価引下げにより減収減益となったことが
報告されました。
　2022年度は診療所再編実施により、新町店の閉局が
予定されていますが、外来・在宅患者への対応など、

一般社団法人あおもり健康企画

2022年度 社員総会
ご不便をお掛けしないよう万全を期します。
　調剤薬局の経営は全国的に厳しい状況が続きますが、
県連への結集、青森側三法人の共同の取り組み、そし
てコロナ禍でも役職員一丸となってこの危機を乗り越
えることを確認し、提案された全ての議案は満場一致
で承認され総会を終えました。

（常務理事／成田卓弥）

　新町店閉局に伴い、外来・在宅患者への対応に万全を期します。

　６月18日（土）、「花の郷」多目的室で、令和４年度第
１回評議員会を開催しました。決議事項では、令和４年
度当初予算、令和３年度決算等を討議し、承認をいただ
きました。各評議員より、地域連携の協力や評議員とし
て出来ることの手助け等、ありがたいお言葉を頂きまし
た。最後に令和４年度は、事業活動で必要利益を確保し、
資金収支での目標を達成することや全職員一体となって
頑張って行くことが確認され閉会としました。

（本部統括長／鈴木哲也）

社会福祉法人・花

2022年度 第１回評議員会

　5月28日（土）社会福祉法人虹2022年度職員総会をアピオあ
おもりで開催しました。コロナ禍という事もあり感染対策を十分
に実施しながら、職員26名と来賓1名が参加しました。西脇理事
長の開会あいさつに始まり、副田副理事長の全体報告の後、9つ
の事業所から2021年度総括と2022年度方針を報告しました。
特にコロナウイルス発生に伴う取り組みが特徴的な総会となりま
した。最後にスローガンが読み上げられ確認後、職員総会を閉会
しました。 （ショートステイ虹の郷　事務長／舛甚清仁）

社会福祉法人・虹

職員総会

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
県
連
と
し
て

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
的
な
位
置
づ
け
で
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
告
知
が
遅
く
な
り
、
皆

様
へ
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
が
、
急
な

呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
視
聴
者
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
無
事
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

　ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
前

期
よ
り
続
い
て
い
る

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
等
、
世
界
の
情
勢

が
日
々
変
化
し
複
雑

化
し
て
い
る
中
で
、

私
た
ち
民
医
連
職
員

は
何
を
大
事
に
し
て

医
療
・
介
護
活
動
の

実
践
や
身
に
民
医
連
運
動
を
行
っ
て
い
け
ば
い
い

の
か
？
今
後
に
ど
う
い
っ
た
希
望
や
展
望
、
見
通

し
を
立
て
て
い
け
ば
よ
い
の
か
？
と
い
っ
た
疑
問

に
対
し
て
、
総
会
方
針
を
柱
と
し
つ
つ
も
幅
広
く

国
内
外
の
情
勢
も
交
え
た
講
演
を
聴
く
事
が
出

来
、
参
加
者
が「
共
に
学
び
、
考
え
、
行
動
す
る
」

こ
と
を
再
確
認
で
き
た
学
習
会
で
し
た
。

　七
月
ま
で
学
習
月
間
は
続
き
ま
す
。
引
き
続
き

全
職
員
が
学
習
教
材
な
ど
を
活
用
し
て
学
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
県
連
教
育
委
員
会

　生
協
さ
く
ら
病
院

／
佐
々
木
良
範
）

第
55
回
定
期
総
会

　５月28日（土）午後、第53回県連医師総会をZoomにて開催し、医師53名を含む90名超の参加がありました。
事前録画も含め、30名の医師から発言いただき、県連内の取り組みを共有し、各地で奮闘する医師ひとりひとりの思
いを聞くことができました。

第45期 全日本民医連総会運動方針学習会第45期 全日本民医連総会運動方針学習会
～コロナ禍を乗り越え人権と公正の視点で前進しよう～

　五
月
十
三
日
（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
第
四
十
五
期
全
日
本
民
医
連
総

会
運
動
方
針
学
習
会
を
開
催
し
、
職
員
三
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
全
日
本
民
医
連
事
務
局
長
　岸
本
啓
介
氏
を
お
招
き
し
、「
四
十

五
回
総
会
方
針
概
要
に
加
え
、
反
戦
・
平
和
、
核
兵
器
廃
絶
、
憲
法
九
条

を
守
る
運
動
」
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
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　コロナ禍でオンライン形式に変更してから４回目の総会となりました。
　今回は、新入医師を歓迎することと、参加者が元気になれること、
を意識して内容を検討してきました。
　“県連全医師100ボイス” は今回で３回目。「あなたが大切にしてい
ること」をテーマに上級医７名、新入医師10名のお話を聞きました。
　県連内の人事交流、情報交換の機会が限られる中で、互いの診療の
様子を知ることを目的に、新たに “きらっとひかる県連内の取り組み紹
介” を位置付け、５つの部署・事業所から報告してもらいました（①「健
生病院産婦人科の紹介と、弘大生と取り組んだパンフレット作成、②「生
協さくら病院の思春期外来の紹介」、③「健生黒石診療所の取り組みと総
合診療の後継者育成」、④「藤代健生病院でのコロナ重点医療機関として
の取り組み」、⑤「青森保健の在宅診療の紹介」）。いずれも大好評で、感
想フォームには多くの称賛コメントが寄せられました。次回以降も継
続することになりそうです。どうぞお楽しみに。
　前回同様、総会の様子はYouTubeに限定公開していますのでぜひご
覧ください。※共有は青森民医連の職員に限ります。

（健生病院　事務局次長／篠原奈緒）
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　５月25日（水）に第35回通常株主総会が本社会議室で開催
されました。
　事業活動計画では、患者・職員を新型コロナウイルス感染症
から守りつつ民医連事業所として社会的使命を果たしていくこ
と、「かかりつけ薬局・薬剤師」として「健康サポート薬局」や「地
域連携薬局」機能と連動させ機能別薬局制度への対応をしてい
くこと、また、後継者対策を最重点課題に位置付け役職員が一
丸となって人づくりを進めていくことを確認しました。全議案
とも満場一致で採択され、滞りなく株式会社ファルマの第35回
通常株主総会は閉会しました。

（代表取締役／石川隆之）

株式会社ファルマ

30周年を迎え、新たな未来へ

　5月24日（火）本部会議室にて2022年度社員総会
が開催されました。
　2021年度決算は赤字を免れましたが、処方箋枚数減
少と毎年の薬価引下げにより減収減益となったことが
報告されました。
　2022年度は診療所再編実施により、新町店の閉局が
予定されていますが、外来・在宅患者への対応など、

一般社団法人あおもり健康企画

2022年度 社員総会
ご不便をお掛けしないよう万全を期します。
　調剤薬局の経営は全国的に厳しい状況が続きますが、
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で承認され総会を終えました。

（常務理事／成田卓弥）

　新町店閉局に伴い、外来・在宅患者への対応に万全を期します。

　６月18日（土）、「花の郷」多目的室で、令和４年度第
１回評議員会を開催しました。決議事項では、令和４年
度当初予算、令和３年度決算等を討議し、承認をいただ
きました。各評議員より、地域連携の協力や評議員とし
て出来ることの手助け等、ありがたいお言葉を頂きまし
た。最後に令和４年度は、事業活動で必要利益を確保し、
資金収支での目標を達成することや全職員一体となって
頑張って行くことが確認され閉会としました。

（本部統括長／鈴木哲也）

社会福祉法人・花

2022年度 第１回評議員会

　5月28日（土）社会福祉法人虹2022年度職員総会をアピオあ
おもりで開催しました。コロナ禍という事もあり感染対策を十分
に実施しながら、職員26名と来賓1名が参加しました。西脇理事
長の開会あいさつに始まり、副田副理事長の全体報告の後、9つ
の事業所から2021年度総括と2022年度方針を報告しました。
特にコロナウイルス発生に伴う取り組みが特徴的な総会となりま
した。最後にスローガンが読み上げられ確認後、職員総会を閉会
しました。 （ショートステイ虹の郷　事務長／舛甚清仁）

社会福祉法人・虹

職員総会

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
県
連
と
し
て

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
的
な
位
置
づ
け
で
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
告
知
が
遅
く
な
り
、
皆

様
へ
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
が
、
急
な

呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
視
聴
者
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
無
事
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

　ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
前

期
よ
り
続
い
て
い
る

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
等
、
世
界
の
情
勢

が
日
々
変
化
し
複
雑

化
し
て
い
る
中
で
、

私
た
ち
民
医
連
職
員

は
何
を
大
事
に
し
て

医
療
・
介
護
活
動
の

実
践
や
身
に
民
医
連
運
動
を
行
っ
て
い
け
ば
い
い

の
か
？
今
後
に
ど
う
い
っ
た
希
望
や
展
望
、
見
通

し
を
立
て
て
い
け
ば
よ
い
の
か
？
と
い
っ
た
疑
問

に
対
し
て
、
総
会
方
針
を
柱
と
し
つ
つ
も
幅
広
く

国
内
外
の
情
勢
も
交
え
た
講
演
を
聴
く
事
が
出

来
、
参
加
者
が「
共
に
学
び
、
考
え
、
行
動
す
る
」

こ
と
を
再
確
認
で
き
た
学
習
会
で
し
た
。

　七
月
ま
で
学
習
月
間
は
続
き
ま
す
。
引
き
続
き

全
職
員
が
学
習
教
材
な
ど
を
活
用
し
て
学
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
県
連
教
育
委
員
会

　生
協
さ
く
ら
病
院

／
佐
々
木
良
範
）

第
55
回
定
期
総
会
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第45期 全日本民医連総会運動方針学習会第45期 全日本民医連総会運動方針学習会
～コロナ禍を乗り越え人権と公正の視点で前進しよう～

　五
月
十
三
日
（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
第
四
十
五
期
全
日
本
民
医
連
総

会
運
動
方
針
学
習
会
を
開
催
し
、
職
員
三
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
全
日
本
民
医
連
事
務
局
長
　岸
本
啓
介
氏
を
お
招
き
し
、「
四
十

五
回
総
会
方
針
概
要
に
加
え
、
反
戦
・
平
和
、
核
兵
器
廃
絶
、
憲
法
九
条

を
守
る
運
動
」
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
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今
年
は
全
員
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
参
加

で
、
約
七
十
人
の
新

卒
薬
剤
師
の
方
々
と

一
緒
に
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
前
半
は
全

日
本
民
医
連
副
会
長

の
根
岸
先
生
か
ら
、
日
本
国
憲
法
や
民
医
連
綱

領
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の

考
え
を
話
し
合
い
、
人
権
の
大
切
さ
や
公
正
な

医
療
と
は
な
に
か
を
自
分
な
り
に
改
め
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
後
半
は
先
輩
薬
剤
師
か
ら
、
温
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
と
も
に
仕
事
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
勉
強
の
コ
ツ
や
一
年
目
に
心

が
け
て
お
く
こ
と
な
ど
、
新
卒
の
私
た
ち
に

と
っ
て
、
大
変
勉
強
に
な
る
お
話
し
で
し
た
。

再
度
、
グ
ル
ー
プ
内
で
今
の
仕
事
の
様
子
や
新

卒
薬
剤
師
と
し
て
の
悩
み
に
つ
い
て
の
交
流
を

し
ま
し
た
。
自
分
と
同
じ
悩
み
や
失
敗
体
験
を

持
つ
人
が
い
て
、「
お
互
い
に
も
っ
と
頑
張
ろ

う
」
と
励
ま
し
あ
い
、
働
く
場
所
は
違
い
ま
す

が
同
じ
新
卒
薬
剤
師
と
し
て
の
絆
を
感
じ
ま
し

た
。

　
薬
剤
師
と
し
て
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
今
回
の

研
修
を
糧
に
し
て
、
同
期
の
薬
剤
師
と
と
も
に

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
あ
お
も
り
協
立
病
院
　
薬
剤
師
／
渋
田
遥
平
）

　5月より健生病院・健生クリニックの男性トイレにサニタリーボックス（汚物入れ）を
設置しています。
　LGBTQ※（性的マイノリティ）の方に対する人権問題から、当院においても対象者にとっ
て生活しやすい環境づくりが必要と考えます。日本におけるLGBTQの割合は約３％～
10%と言われ、患者含めた利用者に一定数の対象者がいると考えられます。
　その中でもトイレの問題は日常的な行為であるため困難を抱える人が多いと聞きます。
トイレ利用の際には性自認に沿ったトイレを希望する人も多く、当院の利用者が男性トイ
レにてサニタリーボックスを利用することも十分に考えられます。そのような人が安心し
て受診できるよう、男性トイレの全個室にサニタリーボックスを設置することとしました。
　また、前立腺がんの術後や排尿障害がある人への配慮としても男性トイレにサニタリー

　
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　
こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

県 連 事 務 局
人 事 往 来

　この度、県連出向・健生病院研修医室勤務と
なりました。初めての県連出向であり、右も左
もわからない状態からのスタートですが、頑張
ります。よろしくお願いいたします。

いずみや

泉谷 はる香
か

（健生病院医局医学生課⇒青森民医連弘前事務所）

着任

　2019年６月より津軽保健から出向し、帰任まであっという間の
３年間でした。
　コロナ禍で制限がかかることもありましたが、医学対活動を通し
て多くを経験させていただきました。奨学生をはじめ、将来が楽し

みな医学生ともたくさん知り合えました。彼ら
が青森民医連へ入職することを楽しみにしな
がら帰任先でもがんばりたいと思います。あ
りがとうございました。

みやこし

宮腰　和実
いずみ

（青森民医連弘前事務所
　　　　　　 ⇒健生病院健診科）

帰任

　この２期４年間の入職医師は34名（新卒・既卒合
わせて）、退職医師は16名でした。今年４月、県連
所属医師は113名と過去最高となりましたが、地域
の要求に応えながら、高齢化する医師集団の世代交
代を進めることを考えると、十分とは言えません。
　７月からは医師の確保と養成
のセンターである健生病院に
移りますが、民医連を選んで
くれる医師と出会い、迎え入
れるべく、引き続き医師分野
にも関わります。
　４年間ありがとうござ
いました。

しのはら

篠原　奈緒
な　 お

（青森民医連弘前事務所⇒健生病院事務局）

帰任

男性トイレにもサニタリーボックス男性トイレにもサニタリーボックス

男性トイレに
サニタリーボックス

ボックス設置の動きは全国に広がっています。対象者が抱える様々な困難を少しでも解決するため出来る限り対応
していきたいと考えています。 （健生病院　事務局長／泉谷雅人）
※LGBTQとは、レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシュアル（両性愛者）、トランスジェンダー（生まれた時の性別と

自認する性別が一致しない人）、クエスチョニング（自分自身のセクシュアリティを決められない、分からない、または決めない人）など、性
的マイノリティの方を表す総称のひとつです。

新
卒
薬
剤
師

研
修
会

2 0 2 2年
全日本民医連

　六
月
八
日
（
水
）、
浅
虫
、
平
内
町
、
六

ケ
所
村
、
横
浜
町
、
野
辺
地
町
の
各
地
域

で
、
宣
伝
カ
ー
を
先
頭
に
横
断
幕
を
掲
げ

平
和
行
進
を
行
い
、「
戦
争
反
対
」「
原
水
爆

禁
止
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各

役
場
で
町
長
ら
と
懇
談
し
、
核
廃
絶
と
憲

法
九
条
の
必
要
性
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

　今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
昨
年
ま
で

中
止
と
な
っ
て
い
た
行
進
を
無
事
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
道
行
く
方
々
の
中
に

は
会
釈
や
手
を
降
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
お

り
、
地
域
の
方
々
と
平
和
へ
の
思
い
を
共

有
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
、
核
使
用
が
示

唆
さ
れ
る
中
、
私
た
ち
は
核
廃
絶
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
も
う
一
度
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
大
野
あ
け
ぼ
の
薬
局
／
平
尾

　悟
）

2022年度 原水爆禁止国民平和大行進

原
水
爆
禁
止
と

戦
争
反
対
を
訴
え
行
進

◆
太
平
洋
コ
ー
ス

◆
太
平
洋
コ
ー
ス

　六
月
六
日
（
月
）
か
ら
九
日
（
木
）
に

二
年
ぶ
り
の
国
民
平
和
大
行
進
が
津
軽
地

域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
日
（
水
）
浪
岡

か
ら
平
川
市
へ
渡
る
主
線
コ
ー
ス
と
西
目

屋
村
支
線
コ
ー
ス
に
分
か
れ
行
進
し
ま
し

た
。
支
線
コ
ー
ス
で
は
西
目
屋
村
役
場
と

懇
談
を
し
、
核
兵
器
廃
絶
署
名
へ
の
協
力

依
頼
を
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
前
向
き
な

返
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
青
森
県

の
署
名
協
力
自
治
体
が
増
え
る
よ
う
、
今

後
も
継
続
的
な
懇
談
と
ア
ピ
ー
ル
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　九
日
（
木
）
は
弘
前
市
か
ら
県
内
通
し

行
進
者
と
「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正

な
世
界
を
」
と
書
か
れ
た
横
断
幕
を
持
っ

て
行
進
し
、
矢
立
峠
で
青
森
か
ら
秋
田
へ

無
事
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
初
参
加
者
も
含

め
、
核
な
き
世
界
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
印
象

づ
け
る
行
進
で
し
た
。

（
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
／
下
林
夏
希
）

核
兵
器
廃
絶
を
目
指
し
、
地
域
や

自
治
体
へ
ア
ピ
ー
ル
行
動

◆
日
本
海
コ
ー
ス

◆
日
本
海
コ
ー
ス

　青森県の国民平和大行進は６月５日（日）、青森市平和公園で北海道行進団から引き継ぎ、太平洋、日本海の２つのルート
に分かれ、６日（月）から９日（木）まで取り組みました。横断幕やのぼりを持ちながら地域の声援を受けながら行進、各
自治体と懇談もしました。
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今
年
は
全
員
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
参
加

で
、
約
七
十
人
の
新

卒
薬
剤
師
の
方
々
と

一
緒
に
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
前
半
は
全

日
本
民
医
連
副
会
長

の
根
岸
先
生
か
ら
、
日
本
国
憲
法
や
民
医
連
綱

領
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の

考
え
を
話
し
合
い
、
人
権
の
大
切
さ
や
公
正
な

医
療
と
は
な
に
か
を
自
分
な
り
に
改
め
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
後
半
は
先
輩
薬
剤
師
か
ら
、
温
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
と
も
に
仕
事
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
勉
強
の
コ
ツ
や
一
年
目
に
心

が
け
て
お
く
こ
と
な
ど
、
新
卒
の
私
た
ち
に

と
っ
て
、
大
変
勉
強
に
な
る
お
話
し
で
し
た
。

再
度
、
グ
ル
ー
プ
内
で
今
の
仕
事
の
様
子
や
新

卒
薬
剤
師
と
し
て
の
悩
み
に
つ
い
て
の
交
流
を

し
ま
し
た
。
自
分
と
同
じ
悩
み
や
失
敗
体
験
を

持
つ
人
が
い
て
、「
お
互
い
に
も
っ
と
頑
張
ろ

う
」
と
励
ま
し
あ
い
、
働
く
場
所
は
違
い
ま
す

が
同
じ
新
卒
薬
剤
師
と
し
て
の
絆
を
感
じ
ま
し

た
。

　
薬
剤
師
と
し
て
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
今
回
の

研
修
を
糧
に
し
て
、
同
期
の
薬
剤
師
と
と
も
に

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
あ
お
も
り
協
立
病
院
　
薬
剤
師
／
渋
田
遥
平
）

　5月より健生病院・健生クリニックの男性トイレにサニタリーボックス（汚物入れ）を
設置しています。
　LGBTQ※（性的マイノリティ）の方に対する人権問題から、当院においても対象者にとっ
て生活しやすい環境づくりが必要と考えます。日本におけるLGBTQの割合は約３％～
10%と言われ、患者含めた利用者に一定数の対象者がいると考えられます。
　その中でもトイレの問題は日常的な行為であるため困難を抱える人が多いと聞きます。
トイレ利用の際には性自認に沿ったトイレを希望する人も多く、当院の利用者が男性トイ
レにてサニタリーボックスを利用することも十分に考えられます。そのような人が安心し
て受診できるよう、男性トイレの全個室にサニタリーボックスを設置することとしました。
　また、前立腺がんの術後や排尿障害がある人への配慮としても男性トイレにサニタリー

　
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　
こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

県 連 事 務 局
人 事 往 来

　この度、県連出向・健生病院研修医室勤務と
なりました。初めての県連出向であり、右も左
もわからない状態からのスタートですが、頑張
ります。よろしくお願いいたします。

いずみや

泉谷 はる香
か

（健生病院医局医学生課⇒青森民医連弘前事務所）

着任

　2019年６月より津軽保健から出向し、帰任まであっという間の
３年間でした。
　コロナ禍で制限がかかることもありましたが、医学対活動を通し
て多くを経験させていただきました。奨学生をはじめ、将来が楽し

みな医学生ともたくさん知り合えました。彼ら
が青森民医連へ入職することを楽しみにしな
がら帰任先でもがんばりたいと思います。あ
りがとうございました。

みやこし

宮腰　和実
いずみ

（青森民医連弘前事務所
　　　　　　 ⇒健生病院健診科）

帰任

　この２期４年間の入職医師は34名（新卒・既卒合
わせて）、退職医師は16名でした。今年４月、県連
所属医師は113名と過去最高となりましたが、地域
の要求に応えながら、高齢化する医師集団の世代交
代を進めることを考えると、十分とは言えません。
　７月からは医師の確保と養成
のセンターである健生病院に
移りますが、民医連を選んで
くれる医師と出会い、迎え入
れるべく、引き続き医師分野
にも関わります。
　４年間ありがとうござ
いました。

しのはら

篠原　奈緒
な　 お

（青森民医連弘前事務所⇒健生病院事務局）

帰任

男性トイレにもサニタリーボックス男性トイレにもサニタリーボックス

男性トイレに
サニタリーボックス

ボックス設置の動きは全国に広がっています。対象者が抱える様々な困難を少しでも解決するため出来る限り対応
していきたいと考えています。 （健生病院　事務局長／泉谷雅人）
※LGBTQとは、レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシュアル（両性愛者）、トランスジェンダー（生まれた時の性別と

自認する性別が一致しない人）、クエスチョニング（自分自身のセクシュアリティを決められない、分からない、または決めない人）など、性
的マイノリティの方を表す総称のひとつです。

新
卒
薬
剤
師

研
修
会

2 0 2 2年
全日本民医連

7



　二
十
四
日
、
二
十
五
日
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金
パ
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な
ど
の
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配
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を
し
、
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十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
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り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

私の三つ星★★★

　青森市内にニィニィ（兄貴）が作る沖縄料理屋さんがあります。こ
このタコライスは金賞を受賞しているそうです！お店の中には沖縄
から直送している海ブドウが入った水槽や三線の奏でる音楽が…♪
一歩足を踏み入れると沖縄に到着です。タコライスの他にも沖縄そ

オススメ

第３回理事会報告7月

2022年7月

>>
>>

>>
>>

>>

>>

>>

青森で食べることができる
沖縄の味！

　青森県南部町沖田面にあるラーメン屋さんです。店内はカウンター・
テーブル・小上がりがあり、お昼時になると家族連れの方から近所の
おじいちゃんおばあちゃんまで、幅広い客層の方々で賑わう地域に愛
されるお店です。一番人気のメニューは「納豆味噌ラーメン」です。着
丼時にお店のお母さんが「食べたことありますか？初めてですかぁ？」
と優しく食べ方を教えてくれます。表面をカリッと焼いた納豆とたっ
ぷりの野菜、中太の麺に味噌を力強く感じるスープが良く絡み食べ応

オススメ ラーメン処　花いちばん

ばやソーキそば、ゴーヤチャンプルーなどなど。テイクアウトも出来るので、お家でも沖縄気分を味わえます。今年の５月、
沖縄返還50年で、朝ドラの舞台も沖縄です。新型コロナ感染症の影響で、実際に沖縄に行けるようになるにはまだ少しか
かりそうですが、お店やお家で沖縄気分を味わうにはおススメです！ （青森保健生協　組織部／青山美奈子）

NI-NI長島店のタコライス

え抜群です。個人的には絶妙な辛さの「辛味噌ラーメ
ン」も推し
です！食後
に人と会う
予定の無い
方や明日は
お休みとい
う方は卓上
のおろしにんにくを加えてどうぞ！食べた瞬間からみ
なぎる事間違いないでしょう。
　さて、次の休日は「花いちばん」でみなぎって来よ
うかな♪

（生協看護小規模多機能ホーム虹の家／元沢勇太）

神奈川県葉山町まちのチカラ

９条で国を守れるのか

食と健康 簡単ヘルシーおつまみ

うちでも元気　体操＆脳トレ
避難所の〝ＴＫＢ〟　長野
けんこう教室 健康診断で分かること

2022 月号 380円7　　 好評発売中

全日本民医連理事会報告関係
決裁事項
　看護学生奨学生　辞退の提案
　第45期全日本民医連　部員・委員の委嘱要請（第5次）
　紹介医師アウトソーシング採用費用の提案
　2022年度初期・入職1年目研修開催要項
　第51回看護介護活動交流集会開催の提案
　県連ケアマネージャー研修会開催について
　全国青年ジャンボリー実行委員の提案
医師委員会関連
協議事項
　第56期委員会体制・諮問事項について
　2021年度決算調査報告
　テレビ会議システム終了の提案
　政治と社会に関する問題意識アンケート
　改憲発議を許さない！闘争本部報告
　新型コロナウイルス対応について
各種委員会
　リハビリ技術者委員会
　各種委員会報告・署名到達
報告事項
　全日本民医連通達・声明、地協関係
　7/23県社保協総会　
各法人・事業所報告
　総会・総代会報告（役員改選・重点課題）
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